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　杉並区の住宅街に、微妙に孤立してみ
える一戸建てが3軒。大学教授の高倉家、
4 人家族の西野家、老親子が住む田中家。
ごく薄いつきあいの隣人同士の関係は、
田中家の失火炎上を契機とするかのよう
に、大きく歪みはじめ ･･･。
　前川裕氏は、1951 年東京生まれ。
東京大学大学院比較文学専攻修了。法
政大学国際文化学部教授。専門は比較
文学、アメリカ文学。「クリーピー」
で第 15 回日本ミステリー文学大賞新
人賞を受賞。

　「神楽坂を舞台にした怪談」を依頼
された作家の「私」は、かつての凄
惨な体験を振り返り、事件を小説と
して発表することで情報を集めよう
とするが ･･･。『小説新潮』連載に書
き下ろしを加えて単行本化。
　芦沢央氏は、1984 年東京生まれ。

「罪の余白」で野生時代フロンティア
文学賞を受賞しデビュー。ほかの著
書に「悪いものが、来ませんように」

「今だけのあの子」など。

　畳を擦る音が聞こえる、いるはず

のない赤ん坊の泣き声がする ･･･。

この家はどこか可怪しい。何の変哲

もないマンションで起きる怪奇現象

を調べるうち、浮き上がってきた「土

地」を巡るある因縁とは？長編ホ

ラー。

　小野不由美氏は、大分県生まれ。

作家。「残穢」で山本周五郎賞受賞。

著書に「魔性の子」「東京異聞」など。
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●夏休み期間中の図書館の開館時間変更について　●夏休み期間中の図書館の開館時間変更について　7 月 21 日（水）から 8 月 31 日（火）までの夏休み期間中、7 月 21 日（水）から 8 月 31 日（火）までの夏休み期間中、
　図書館の開館時間を午前 9 時から午後 6 時までに変更します。ただし、毎週火曜日は休館日となります。　図書館の開館時間を午前 9 時から午後 6 時までに変更します。ただし、毎週火曜日は休館日となります。

８月の催しもの

と　き 催しもの

2・9・16・
23・30 日 ( 月 )

・午前 11 時～
あかちゃん絵本
　　　よみきかせ会

28 日（土） ・午後 3 時～ 世界のお話しひろば

その他の本

◆「リターン」
五
い が ら し

十嵐　貴
たかひさ

久／著

◆「二階の王」
　  名

な ば り

梁　和
い ず み

泉／著

◆「ぼぎわんが、来る」
　  澤

さわむら

村　伊
い ち

智／著

◆「黒い家」
貴
き し

志　祐
ゆうすけ

介／著

◆「ぼっけえ、きょうてえ」　 
岩
い わ い

井　志
し ま こ

麻子／著

◆「巷説百物語」
　 京

きょうごく

極　夏
なつひこ

彦／著

◆「クリスティーン」上・下
　 スティーヴン・キング／著　深

ふかまち

町　真
ま り こ

理子／訳

◆展示会
    南

な ん や

谷　真
まこと

氏「やさしいひなんちず」紹介展示会 
　 8/16（月）～ 8/30（月）
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